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龍
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加
え
て
、
平
成
三
十
年
度
か

ら
文
部
科
学
省
の
研
究
開
発
指

定
を
受
け
て
い
る
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
に
つ
い
て
も
、
今
年
度

か
ら
引
き
続
き
第
Ⅲ
期
（
五
年

間
）
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

第
Ⅲ
期
は
研
究
開
発
テ
ー
マ

（
課
題
名
）
を
「
新
た
な
知
の

創
造 

～
未
来
を
つ
く
る
創
造

力
を
有
し
、
世
界
で
活
躍
す
る

サ
イ
エ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

～
」
と
し
、
龍
高
生
の
学
び
の

場
を
さ
ら
に
広
げ
ま
す
。
大
学

で
は
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所
、
神
戸
大
学
国
際
人
間
学

部
、
広
島
大
学
、
兵
庫
教
育
大

学
、
兵
庫
県
立
大
学
工
学
部
・

理
学
部
、
企
業
で
は
株
式
会
社

ダ
イ
セ
ル
、
株
式
会
社
オ
シ
ン

テ
ッ
ク
、
海
外
の
学
校
で
は
、

台
湾
国
立
台
南
女
子
高
級
中

学
、
台
湾
国
立
成
功
大
学
等
と

連
携
し
、
研
究
室
訪
問
や
共
同

実
験
・
研
究
を
行
う
予
定
で
す
。 

生
徒
諸
君
に
は
、
先
輩
方
が

築
か
れ
た
良
き
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
新
た
な
歴
史
を
刻
む
べ
く
、

勉
学
、
部
活
動
、
学
校
行
事
等
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
充
実
し
た
高

校
生
活
を
送
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

 

校
長 

塚
本 
師
仁 

 

結
び
に
あ
た
り
、
今
後
と
も

本
校
発
展
の
た
め
に
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

  

教
頭 

高
見 

宏
樹 

   

 

   

四
月
一
日
付
け
で
、
兵
庫
県

立
大
学
附
属
高
等
学
校
か
ら
着

任
し
ま
し
た
高
見
宏
樹
で
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

県
立
龍
野
高
等
学
校
は
、
私

の
母
校
で
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り

に
大
楠
と
対
面
し
、
出
勤
し
た

時
に
は
、
県
下
で
も
有
数
の
歴

史
と
伝
統
を
誇
る
本
校
に
勤
務

で
き
る
感
激
と
保
護
者
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
、
先
生
方
と

協
力
し
て
生
徒
た
ち
の
夢
を
叶

え
ら
れ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
学

校
に
し
て
い
く
と
い
う
責
任
の

大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

 

 

「
ご
あ
い
さ
つ
」 

着
任
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た

塚
本
師
仁
で
す
。
今
年
度
も
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

去
る
四
月
十
日
、
春
の
日
ざ

し
が
大
楠
の
新
芽
に
ふ
り
そ
そ

ぐ
な
か
、
第
七
十
八
回
入
学
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
と

し
て
太
子
町
長
沖
汐
守
彦
様

（
二
十
七
回
生
）、
た
つ
の
市
教

育
長
横
山
一
郎
様
（
三
十
回
生
）

を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
花
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
あ
ら
た
め
て
、
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

本
校
は
、
明
治
三
十
年
に
兵

庫
県
龍
野
尋
常
中
学
校
が
、
明

治
三
十
九
年
に
龍
野
町
立
技

芸
専
修
学
校
が
創
立
さ
れ
、
そ

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
、
龍
野
中
学 

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

校
、
龍
野
高
等
女
学
校
と
改
称

さ
れ
た
両
校
が
昭
和
二
十
三
年

に
統
合
し
、
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
、
創
立
一
二

六
年
目
を
迎
え
ま
す
。
四
万
二

千
余
名
の
卒
業
生
の
方
々
の
、

各
界
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
ご

活
躍
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
り
、

在
校
生
や
教
職
員
の
誇
り
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
、
幾
多
の
先
輩
方
が

脈
々
と
受
け
継
い
で
こ
ら
れ
た

「
文
武
両
道
」
の
精
神
を
銘
肝

す
る
と
と
も
に
、
旧
制
龍
野
中

学
校
の
「
質
実
剛
健
」
と
旧
制

龍
野
高
等
女
学
校
の
「
去
華
就

実
」
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
、

校
訓
「
向
上
」「
友
愛
」「
団
結
」

に
基
づ
き
、
未
来
へ
の
道
を
切

り
拓
く
力
と
豊
か
な
感
性
・
人

間
性
の
涵
養
に
努
め
、
思
い
や

り
と
優
し
さ
を
持
つ
人
材
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。 

昨
年
度
よ
り
学
校
経
営
の
指

標
を
「
知
を
創
造
す
る
人
づ
く

り
」
と
し
、
将
来
国
家
や
国
際

社
会
に
貢
献
す
る
高
い
志
を
持

ち
、「
知
」
を
創
造
す
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。 

 
本
校
は
、
平
成
三
十
年
度
か

ら
文
部
科
学
省
の
研
究
開
発
指

定
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

Ⅱ
期
目
（
実
践
型
）
の
指
定
を

受
け
、
第
Ⅲ
期
の
申
請
を
し
て 

お
り
ま
し
た
が
、
生
徒
や
先
生

方
の
頑
張
り
と
、
ご
指
導
し
て

い
た
だ
い
た
関
係
機
関
の
皆
様

方
の
ご
支
援
が
あ
り
、
無
事
第

Ⅲ
期
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
な
お

一
層
全
校
体
制
で
探
究
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援

を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

四
月
十
日
の
着
任
式
で
生
徒

の
皆
さ
ん
に
、
仲
間
の
夢
の
実

現
を
応
援
で
き
る
雰
囲
気
の
学

校
に
一
緒
に
し
て
い
こ
う
と
伝

え
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に

は
先
輩
方
が
築
か
れ
た
良
き
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
夢
の
実
現
に

向
け
「
向
上 

友
愛 

団
結
」

の
校
訓
の
よ
う
に
切
磋
琢
磨

し
、
勉
学
、
部
活
動
、
学
校
行

事
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。 

結
び
に
あ
た
り
、
今
後
と
も

本
校
の
発
展
の
た
め
に
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
着

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。 

 

第
78
回
入
学
式 

四
月
十
日
（
月
）
に
第
七
十
八

回
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。 

新
入
生
全
員
が
担
任
か
ら
呼

名
さ
れ
た
後
、
新
入
生
代
表
が

「
心
身
を
鍛
え
、
勉
学
に
励
む

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し

ま
し
た
。 

塚
本
校
長
先
生
は
式
辞
に
お

い
て
、「
文
武
両
道
を
実
現
し
て

ほ
し
い
」
、
「
龍
高
生
と
し
て
成

長
し
た
姿
で
卒
業
で
き
る
よ

う
、
挑
戦
と
努
力
を
続
け
て
ほ

し
い
」
、
「
よ
き
友
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
心
に
と
ど
め
て
ほ
し

い
３
つ
の
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
生
徒
会
役
員
に

よ
る
校
歌
披
露
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

入
学
式
後
に
は
各
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
教
室
へ
と
向
か
い
、
龍
高

生
と
し
て
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。 
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令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

現
在
、
主
な
国
公
立
大
学
の
合

格
者
数
は
以
下
の
通
り
で
す
。

大
阪
大
学
4
名
、
神
戸
大
学

3
名
、
岡
山
大
学
9
名
、
広
島

大
学
2
名
、
徳
島
大
学(

医
学

部
医
学
科)

2
名
、
京
都
府
立

大
学
1
名
、
大
阪
公
立
大
7

名
、
兵
庫
県
立
大
21
名
。
国
立

大
学
77
名
、
公
立
大
学
57
名
、

合
わ
せ
て
国
公
立
大
学
の
合

格
者
数
は
134
名
で
し
た
。
ま

た
主
な
私
立
大
学
の
合
格
者

数
は
、
早
稲
田
大
学
1
名
、
東

京
理
科
大
学
2
名
、
中
央
大

学
1
名
、
同
志
社
大
学
8
名
、

立
命
館
大
学
20
名
、
関
西
大

学
16
名
、
関
西
学
院
大
学
54

名
。
私
立
大
学
の
合
格
者
数
は

651
名
で
あ
り
、
昨
年
度
よ
り

国
公
立
大
の
合
格
者
は
5
名 

増
加
し
ま
し
た
。
短
期
大
学
4

名
、
専
門
学
校
は
12
名
の
合
格

者
が
出
ま
し
た
。 

数
字
は
令
和
5
年
3
月
卒
業

生
と
過
年
度
卒
業
生
を
あ
わ
せ

た
延
人
数
で
す
。
な
お
今
年
度
の

就
職
者
は
1
名
で
し
た
。 

75
回
生
に
つ
い
て
は
国
公
立

大
学
124
名
の
合
格
者
が
出
ま
し

た
。
昨
年
度
の
入
試
結
果
と
ほ
ぼ

同
等
の
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
埼

玉
大
学
、
信
州
大
学
、
静
岡
大
学
、

九
州
工
業
大
学
、
長
崎
大
学
等
に

複
数
名
が
合
格
す
る
な
ど
地
域

の
枠
を
広
げ
た
受
験
を
す
る
生

徒
が
昨
年
度
よ
り
増
え
ま
し
た
。

ま
た
中
期
、
後
期
の
合
格
者
も
多

数
出
る
な
ど
、
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
る
こ
と
な
く
粘
り
強
く
志
望

大
学
に
こ
だ
わ
り
受
験
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

   

 

   

四
月
十
一
日
（
火
）
に
対
面

式
を
行
い
ま
し
た
。 

新
入
生
は
在
校
生
の
拍
手

で
迎
え
ら
れ
た
あ
と
、
生
徒

会
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、

新
入
生
代
表
は
新
入
生
代
表

挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

      

 

  

\
 

   

対
面
式
終
了
後
に
は
離
任

式
を
行
い
ま
し
た
。
離
任
さ
れ

る
先
生
方
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
会

執
行
部
が
離
任
さ
れ
る
先
生

一
人
ひ
と
り
に
花
束
を
渡
し

ま
し
た
。
ご
転
出
さ
れ
た
先
生

方
の
ご
健
康
と
今
後
の
ご
活

躍
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。 

     
 

 
 

      
２
日
（
火
） 

 

探
究Ⅲ

発
表
会
⑦ 

９
日
（
火
） 

 

探
究Ⅱ

講
演
会
⑦ 

10
日
（
水
） 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

11
日
（
木
） 

 

ネ
ッ
ト
犯
罪
防
止
講
話
⑦ 

17
日
（
水
） 

 

尿
検
査
（
二
次
） 

18
日
（
木
）
～
23
日
（
火
） 

５
月
考
査 

23
日
（
火
） 

 

ク
リ
ー
ン
作
戦 

 

進
路
講
演
会 

25
日
（
木
） 

創
立
記
念
講
演
会 

（S
SH

特
別
講
義
）
⑤
⑥
⑦ 

26
日
（
金
） 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

27
日
（
土
）
～
28
日
（
日
） 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
模
試 

[

進
研]

（
３
年
） 

30
日
（
火
） 

 

探
究Ⅰ

講
演
会
⑦ 

31
日
（
水
） 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

 

ク
リ
ー
ン
作
戦 

29
日
（
月
）
～
６
月
16
日
（
金
） 

 

教
育
実
習 

 

                

四
月
十
日
（
月
）
、
始
業
式
に

先
立
ち
、
着
任
式
が
あ
り
ま
し

た
。
今
春
よ
り
、
新
た
に
着
任
さ

れ
た
十
六
名
の
職
員
紹
介
が
行

わ
れ
、
新
た
に
着
任
さ
れ
た
高

見
宏
樹
教
頭
先
生
が
代
表
し

て
着
任
の
挨
拶
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。 

      
 

  
 

 
 

      

      

 

 

進
路
結
果 

職
員
異
動 

５
月
行
事
予
定 

  

離
任
者(

転
出
先)

 

土
井 

寛
文
（
家
島
） 

岡
田 

和
志
（
姫
路
東
） 

山
名 

一
就
（
県
教
職
員
人
事
課
） 

片
山 

一
男
（
姫
路
南
） 

横
川 

重
和
（
龍
野
北
） 

田
中 

義
行
（
太
子
） 

原
田 

昌
昭
（
相
生
） 

河
野 

宏
充
（
加
古
川
東
） 

篠
原 

友
妃
亜
（
姫
路
西
） 

前
川 

慎
一
郎
（
姫
路
西
） 

濱
上 

亜
紀
子
（
姫
路
聴
覚
特
支
） 

栗
山 

純
也
（
新
採
用
・
県
大
附
属
） 

川
村 

真
智
子
（
多
可
） 

竹
本 

康
子
（
山
崎
） 

転
入
者(

前
任
校)

 
高
見 

宏
樹
（
県
大
附
属
） 

岡
田 
浩
英
（
明
石
北
） 

山
本 

康
範
（
姫
路
西
） 

岡
﨑 

由
紀
（
姫
路
東
） 

宗
野 

浩
明
（
龍
野
北
） 

竹
谷 

彰
浩
（
姫
路
飾
西
） 

井
口 

史
暁
（
佐
用
） 

赤
羽 

隼
季
（
上
郡
） 

小
坂 

郁
也
（
伊
和
） 

由
利 

衣
衿
（
香
寺
） 

西
田 

宙
起
（
新
採
用
） 

藏
屋 

ひ
と
み
（
山
崎
） 

畑
山 

か
お
る
（
相
生
） 

藤
原 

花
帆
（
網
干
（
通
）） 

藤
元 

麻
里
（
県
立
農
業
） 

福
田 

美
樹
（
姫
路
聴
覚
特
支
） 

 

 

対
面
式
・離
任
式 

着
任
式 

 


